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（平成19年） ●平成１９年産米より 
　生産目標数量の配分方法が変わります………Ｐ2～3 
●申告の準備はお済みですか……………………Ｐ4～5

　餅のようにねばり強い子どもに成長するようにと、 
１月１９日、野沢保育所で餅つきが行われました。 
　ひまわり組の児童たちが、お父さんやお母さんの 
力を借りながら、昔ながらの杵と臼で一生懸命、餅 
をつきました。 
　児童たちは、自分たちがついた餅を、大きな口を 
開けておいしそうに食べていました。 

おいしい餅を頬ばって おいしい餅を頬ばって 
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平
成
　
年
産
か
ら
、
農
業
者
や
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
者
団
体
が
 

国
、
県
、
町
か
ら
の
米
の
需
要
量
に
関
す
る
情
報
等
を
も
と
に
、
自
ら
の
 

販
売
戦
略
に
即
し
た
生
産
を
行
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
と
な
り
ま
す
。
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     ■
新
た
な
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
 

　
米
の
需
給
調
整
に
つ
い
て
は
、
平
 

成
　
年
度
ま
で
に
「
米
づ
く
り
の
本
 

来
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
実
現
す
る
た
 

め
、
平
成
　
年
産
か
ら
、
農
業
者
・
 

農
業
者
団
体
の
主
体
的
な
需
給
調
整
 

シ
ス
テ
ム
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
 

は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

①
こ
れ
ま
で
の
行
政
に
よ
る
生
産
目
 

　
標
数
量
の
配
分
は
行
い
ま
せ
ん
。
 

②
国
か
ら
県
、
県
か
ら
町
に
対
し
て
 

　
米
の
需
要
量
に
関
す
る
情
報
が
提
 

　
供
さ
れ
ま
す
。
 

③
米
の
需
要
量
に
関
す
る
情
報
提
供
 

　
に
基
づ
き
、
地
域
協
議
会
等
で
一
 

　
般
的
な
配
分
ル
ー
ル
等
を
設
定
し
 

　
ま
す
。
 

④
Ｊ
Ａ
等
の
集
荷
団
体
は
、
そ
の
配
 

　
分
ル
ー
ル
に
も
と
づ
き
、ま
た
、Ｊ

　
Ａ
は
自
ら
の
販
売
戦
略
に
即
し
て

　
各
農
家
に
対
し
て
生
産
目
標
数
量

　
の
配
分
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

 ■
国
か
ら
の
米
の
需
要
量
に
関
 

　
す
る
情
報
 

　
昨
年
、
　
月
　
日
に
県
よ
り
各
市

町
村
の
米
の
需
要
量
に
関
す
る
情
報

が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
本
町
へ
の
配
分
数
量
は
、
昨
年
と
 

     比
べ
て
約
　
㌧
減
の
、
 

　
３
千
４
６
５
　
８
８
６
㌧
 

　
　
（
約
５
万
７
千
７
６
５
俵
）
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
配
分
に
あ
た
っ
て
は
、
町
で
取
組
 

ん
で
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
米
や
　
％
減
農

薬
減
化
学
肥
料
栽
培
米
（
特
別
栽
培

米
）
、
水
稲
直
播
栽
培
面
積
、
一
等
 

米
比
率
等
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
 

昨
年
産
と
比
べ
配
分
数
量
が
減
少
し
 

た
要
因
と
し
て
は
、
国
か
ら
福
島
県

全
体
へ
の
配
分
が
大
幅
に
減
少
し
た
 

こ
と
、
ま
た
国
の
統
計
情
報
セ
ン
タ
 

ー
よ
り
発
表
さ
れ
た
本
町
の
平
成
 

年
産
米
の
過
剰
作
付
分
が
削
減
さ
れ

た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

 ■
各
農
家
へ
の
配
分
 

　
町
と
し
て
は
、
昨
年
と
同
様
、
各
 

農
家
一
律
配
分
を
基
本
と
し
つ
つ
、
 

担
い
手
農
家
の
育
成
と
「
売
れ
る
米
 

づ
く
り
」
の
推
進
を
図
る
た
め
、
 

・
認
定
農
業
者
及
び
大
規
模
経
営
農
 

　
家
 

・
ミ
ネ
ラ
ル
米
や
　
％
減
農
薬
減
化
 

　
学
肥
料
栽
培
米
の
栽
培
者
 

に
対
し
て
傾
斜
配
分
が
な
さ
れ
る
よ
 

う
、
行
政
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ａ
等
集
荷

業
者
や
生
産
者
・
消
費
者
の
代
表
及

び
そ
の
他
関
係
機
関
で
構
成
す
る
地
 

  域
協
議
会
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
各
農
家
へ
の
配
分
数
量
は
、
２
月

中
〜
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
集
落
座
談
 

会
に
お
い
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。
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平成１９年産からの新たなシステム これまでのシステム 

国・県 

情報提供 配分 

農家 

配分 

農家 

ＪＡ等集荷業者 

市町村 

地域協議会 

情報提供 

需要量や配分ルール 
等に関する情報提供 

情報提供をもとに、ＪＡ 
は自らの販売戦略に即し 
て各農家に対して配分 

国・県 

市町村 
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     ■
産
地
づ
く
り
交
付
金
制
度
 

　
平
成
　
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
産
地
づ
く
り
交
付
金
制
度
は
、
 

・
米
の
生
産
調
整
の
的
確
な
実
施
 

・
水
田
を
活
用
し
た
作
物
の
産
地
づ
 

　
く
り
推
進
 

・
担
い
手
を
中
心
と
し
た
合
理
的
な
 

　
土
地
利
用
や
効
率
的
な
営
農
体
制
 

　
の
確
立
 

に
向
け
て
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
 

り
使
途
や
単
価
を
決
定
す
る
基
本
的
 

な
仕
組
み
は
継
続
し
ま
す
が
、
当
面
 

の
措
置
と
し
て
米
の
価
格
下
落
の
影
 

響
を
緩
和
す
る
た
め
の
対
策
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

　
そ
の
他
の
国
の
支
援
策
に
関
す
る
 

変
更
点
等
に
つ
い
て
は
下
図
の
と
お

り
で
す
。
 

 ■
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
 

　
平
成
　
年
産
か
ら
新
た
な
需
給
調

整
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴

い
、
米
も
含
め
た
「
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
、
地
域
の
農
業
を
支
え
る
 

「
担
い
手
」（
経
営
面
積
が
４
　
以
上
 

の
認
定
農
業
者
と
、
　
　
以
上
の
集
 

落
営
農
組
織
）
の
経
営
を
安
定
さ
せ
 

る
た
め
、
米
の
収
入
の
減
少
を
緩
和
 

す
る
対
策
で
す
。
 

     　
本
町
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
に
お
 

い
て
は
、
経
営
面
積
の
要
件
が
緩
和
 

（
認
定
農
業
者
で
２
　
７
　
、
集
落
 

営
農
組
織
で
　
　
６
　
）
さ
れ
ま
す
 

の
で
集
落
営
農
組
織
へ
の
加
入
を
検

討
く
だ
さ
い
。
 

 ■
効
率
よ
い
農
業
を
目
指
し
て
 

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
 

す
厳
し
く
な
る
中
で
、
認
定
農
業
者
 

に
な
る
こ
と
や
、
集
落
営
農
を
組
織
 

化
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
か
つ
効
率
 

的
で
安
定
し
た
農
業
経
営
を
行
う
一
 

つ
の
方
法
と
し
て
大
変
有
効
な
手
段
 

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分
自
 

身
、
広
く
は
集
落
・
地
域
の
農
業
経

営
に
つ
い
て
考
え
直
す
時
期
に
き
て

い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
の
 

も
と
、
意
欲
あ
る
農
業
者
の
認
定
農
 

業
者
へ
の
移
行
や
、
集
落
営
農
組
織
 

の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
認
定
農
業
者
に
な
る
た
め
の
手
続
 

き
方
法
や
集
落
座
談
会
へ
の
職
員
の
 

派
遣
な
ど
、
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
 
 
 
　
　
　
　
　
―
４
５
３
１
 

1619

20
ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

13.

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

.

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

45

平成１９年からの米政策に関する国の支援策 
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　今回（平成１８年分申告）まで、２ha未満の稲作 
農家及び他の作物等を販売していない農家は、「農業 
所得簡易計算（農業所得標準）｣による農業所得の申 
告ができますが、平成１９年分の申告（申告日：平 
成２０年２月～３月）からは、全ての農業所得申告 
について「収支計算」で申告することになります。 
　その収支計算で申告をするための資料として、平 
成１９年１月～１２月までの期間の収入金額や経費 
のわかる書類・領収書などが必要になりますので、 
平成１９年分の申告に向けて保管や整理を行ってお 
いてください。 

                  こ
ん
な
方
は
 

　
　
　
申
告
が
必
要
で
す
 

 　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
 

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

　
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
等
）
が
 

　
あ
っ
た
方
 

　
家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産
所
得
 

　
が
あ
っ
た
方
 

　
株
式
の
配
当
や
生
命
保
険
の
満
期
 

　
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
方
 

　
年
金
収
入
と
そ
れ
以
外
の
収
入
が
 

　
あ
っ
た
方
 

　
給
与
所
得
者
の
う
ち
 

　
①
給
与
以
外
の
収
入
が
あ
る
方
 

　
②
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
 

　
　
た
方
 

                 　
③
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
方
 

　
　
（
中
途
退
社
・
パ
ー
ト
等
）
 

　
④
給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
 

　
　
る
方
 

　
⑤
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
い
 

　
　
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
 

　
　
方
 

　
土
地
、
建
物
を
売
却
し
た
方
 

※
税
務
署
で
確
定
申
告
を
す
る
方
や
 

　
青
色
申
告
を
す
る
方
は
、
申
告
会
 

　
場
で
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
 

　
ん
。
 

 　

昨
年
と
変
わ
っ
た
主
な
点
 

  定
率
減
税
の
額
が
 

　
　
　
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
 

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
は
定
率
減

税
の
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
納
め
る

べ
き
所
得
税
の
　
％
（
最
高
　
万
５

千
円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
給
与
所

得
者
は
年
末
調
整
で
減
税
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
定
率
減
税
は
平
成
　

年
分
の
所
得
税
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

    住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
税
率
が
 

　
　
　
　
一
律
　
％
に
な
り
ま
す
 

　
地
方
分
権
を
す
す
め
る
た
め
、
国
 

税
（
所
得
税
）
か
ら
地
方
税
（
住
民
 

税
）
へ
税
源
の
移
譲
に
よ
り
、
所
得
 

に
応
じ
た
３
段
階
の
住
民
税
の
税
率
 

が
一
律
　
％
に
な
り
ま
す
。
 

　
所
得
税
率
も
変
わ
る
た
め
、
所
得
 

税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
た
負
担
は
基
 

本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
 

　
年
度
か
ら
の
住
民
税
の
定
率
減
税

廃
止
に
よ
り
負
担
額
は
増
え
ま
す
。
 

（1） 

（6） 

（2） （3） （4） （5） 

18

19

10

10

10

19

12
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 期
限
ま
で
 

　
申
告
を
行
わ
な
い
と
…
 

 　
所
得
税
の
場
合
は
、
損
失
の
繰
越
 

等
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
延
滞

税
や
無
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ
る
場

合
等
が
あ
り
ま
す
。
町
に
お
い
て
も
、
 

国
保
税
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
ほ
か
、
関
係
す
る
証
明
書
類
の
発

行
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
不
利
益

を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　申告の際には、次のものを必 
ず持参ください。 
 
●印鑑 

 

●事業所得、不動産所得、配当 

　所得、一時所得などの収入金 

　額がわかる書類 

 

●給与所得の方は、勤務先から 

　交付された源泉徴収票 

 

●諸控除の証明書、領収書（生 

　命保険料・個人年金控除証明 

　書、建物火災保険証明書、国 

　民年金の領収書、医療費の領 

　収書など） 

 

●農業所得のある方は、水利費、 

　土地改良費、農機具（トラク 

　ター、コンバイン、田植機等） 

　購入費などの領収書 

 

●税務署から確定申告書が送ら 

　れてきた方は、その申告書 

 

●所得税の納付や還付がある場 

　合は、通帳及び通帳の印鑑 
 
【問い合わせ先】 
　総務税政課税政係 
　　　　　　　４５－２２１２ 

　収入金額等が分かる書 
類など必要な書類の持参 
がない場合、原則として 
申告相談に応じることが 
できませんので、必ず準 
備のうえ、忘れずに持参 
ください。 

書類が不足すると… 

申告相談には、必 

要書類等を持参く 

ださい 

注意 
　１）奥川支所の午前中の受付は９：３０～となります。 
　２）混雑が予想されますので、指定日に申告されるようお願いします。 
　３）指定の日時以外に申告される場合は、事前に総務税政課に連絡ください。 
　４）午前・午後とも受付時間内に受付してください。 
　５）最終日の３月１５日は午前の受付のみです。１１：００まで受付ください。 

真ケ沢・小屋 

塩・下松 

新町 

出戸・山浦 

中町・大舟沢 

弥平四郎・弥生 

高目・荒木・平明 

原・滑沢・井谷 

滝坂・漆窪 

白坂・屋敷・楢木平・ 

西山・熊沢 

上野尻６・下野尻１・２ 

上野尻１・２・５ 

群岡・新郷地区予備日 

橋屋・戸中・八重窪 

萱本 

尾登 

安座 

森野 

西林・西林東 

軽沢・青坂・小杉山 

中野・大久保 

牛尾・山口 

１町内 

地区指定なし予備日 

４町内・６町内 

７町内・１０町内 

９町内１ 

地区指定なし予備日 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水
 

 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

月 

火 

水 

木 

8 

9 

12 

13 

14 

15 

16 

19 

20 

21
 

 

22 

23 

25 

26 

27 

28 

1 

2 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

12 

13 

14 

15

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3

梨平・小山 

向原・道目 

宮野・杉山 

極入・松峯 

小綱木・中ノ沢 

 

呼賀・小清水 

樟山・新村 

柴崎・橋立 

 
宝川・徳沢

 

下野尻３・端村 

上野尻３・４ 

群岡・新郷地区予備日 

牧・塩喰 

松尾 

下小島 

堀越・芹沼 

上小島・野口 

芝草 

程窪・泥浮山・長桜 

西平・四岐・黒沢 

縄沢・出ケ原 

２町内・３町内 

地区指定なし予備日 

５町内・西原 

８町内・さゆりが丘 

９町内２・下小屋 

 

 

 
奥川支所

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町公民館 

午前（8：30～11：00） 
（注１） 午後（13：00～15：00） 会場 月 日 曜 日 
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正常血圧域 
125/75mmHg未満 
 
境界域高血圧域 
125/75mmHg以上 
135/85mmHg未満 
 
高血圧域 
135/85mmHg以上 

    　
町
で
は
平
成
　
年
度
か
ら
、
東
北
大
学
大
学

院
辻
一
郎
教
授
の
指
導
の
も
と
、
尾
野
本
地
区

よ
り
家
庭
血
圧
測
定
事
業
を
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
事
業
は
、
　
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

家
庭
血
圧
の
状
況
を
１
ヵ
月
間
、
朝
・
晩
測
定

し
、
記
録
し
て
い
た
だ
く
事
業
で
、
平
成
　
年

度
は
群
岡
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
群
岡
地
区
は
、
高
血
圧
域
（
１
３
５
／
　
ｍ
 

ｍ
Ｈ
g
以
上
）
に
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
方
が
 

％
。
男
女
別
で
は
男
性
が
　
％
で
、
男
性
の
方

が
高
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
は
新
郷
地
区
及
び
野
沢
地
区
の
一
部
 

の
地
域
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
な
お
、
結

果
説
明
会
を
２
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
自
か
ら
の
健
康
管

理
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
 

            【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
│
２
３
０
６
 

  　
血
圧
は
時
間
帯
、
場
所
、
動
い
た
あ
と
な
ど
 

に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。
血
圧
が
高
い
と
血
管
 

に
負
担
が
か
か
り
、
傷
つ
き
や
す
く
、
動
脈
硬
 

化
が
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧
が
続
く
 

と
、
脳
や
心
臓
、
腎
臓
の
動
脈
硬
化
を
引
き
起
 

こ
し
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
、
腎
不
全
な
ど
の
病
 

気
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

　
全
国
で
は
脳
卒
中
や
心
臓
病
が
死
亡
原
因
の

３
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
４
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
 

   ◎
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
！
 

　
食
塩
は
１
日
　
g
未
満
 

 ◎
肥
満
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
 

　
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
運
動
 

　
を
無
理
な
く
続
け
ま
し
ょ
う
 

 ◎
た
ば
こ
・
お
酒
は
控
え
め
に
 

　
日
本
酒
１
合
 

　
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
１
本
 

　
ウ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯
以
下
 

 ◎
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
 

　
い
よ
う
に
 

※
急
激
な
温
度
差
を
避
け
、
入
浴
後
は
意
識
し
 

　
て
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
野
菜
や
果
物
を
 

　
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。
 

  ①
家
庭
血
圧
は
、
日
常
生
活
中
の
血
圧
を
知
る
 

　
こ
と
が
で
き
、
一
定
の
条
件
で
数
多
く
測
る
 

　
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
真
の
状
態
が
わ
か
る
 

　
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

②
診
察
室
で
の
血
圧
測
定
で
は
わ
か
ら
な
い
情
 

　
報
が
得
ら
れ
、
高
血
圧
の
診
断
と
治
療
に
大
 

　
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
 

　
自
覚
症
状
と
血
圧
と
の
関
係
が
わ
か
る
の
も
 

　
利
点
の
一
つ
で
す
。
更
に
血
圧
へ
の
意
識
が
 

　
高
ま
り
、
治
療
へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
も
 

　
期
待
で
き
ま
す
。
 

            　
家
庭
血
圧
の
基
準
は
医
療
機
関
よ
り
低
い
こ
 

と
が
普
通
で
す
。
 

10

15

30

1785
47

53

47
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　１月２０日、２１日の２日間にわたり、いわき市 
豊間小学校５年生４７人と町内各小学校５年生６５ 
人との冬季交流事業が開催されました。 
　今年は雪が少なく屋外での活動が心配されました 
が、当日は天候に恵まれ、そり遊びやクロスカント 
リースキーなどで友情を深め合いました。 
　また見送りのときには、児童たちは別れを惜しみ 
つつ、再会の約束をしていました。 

　毎年恒例の野沢初市が、１月１３日、野沢駅前 
通りで開催されました。 
　当日は、小雪が舞う天気の中で開催された初市 
でしたが、駅前通りに軒を並べた３０余りの露店 
には、昨年全国的に注目を集めた起き上がり小法 
師や風車などの縁起物を買いもとめる人たちで賑 
わいを見せていました。 
　また初市では、今年１年の商売繁盛を願う神事 
が行われた後、商店会会員により鏡開きが行われ、 
訪れた人たちに樽酒が振る舞われ、寒い中訪れた 
人たちの身体をあたためていました。 

　
長
谷
川
マ
ス
さ
ん
（
中
野
）
が
 

　
月
　
日
に
満
百
歳
の
誕
生
日
を
 

迎
え
、
同
日
、
山
口
助
役
か
ら
賀
 

寿
並
び
に
特
別
敬
老
祝
金
の
百
万
 

円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
町
内
で
百
歳
を
迎
え
ら
 

れ
た
方
は
、マ
ス
さ
ん
が
３
人
目
、
 

「
百
歳
の
挑
戦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

に
掲
げ
た
平
成
５
年
か
ら
通
算
で
 

　
人
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
マ
ス
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、
 

規
則
正
し
い
生
活
を
お
く
る
こ
と
 

と
食
事
を
残
さ
ず
全
て
食
べ
る
こ
 

と
だ
そ
う
で
す
。
 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

1213

29

　
１
月
　
日
、
今
年
1
年
を
健
康
に
過
ご
せ
 

る
よ
う
に
芝
草
保
育
所
で
団
子
刺
し
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
児
童
た
ち
 

は
、
自
分
た
ち
の
手
で
団
子
を
一
つ
ひ
と
つ
 

き
れ
い
に
丸
め
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
ゆ
で
あ
が
っ
た
団
子
を
児
童
た
 

ち
は
、「
あ
つ
い
、あ
つ
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
 

水
木
の
枝
に
上
手
に
刺
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
水
木
の
枝
に
は
、
雪
の
よ
う
に
真
っ
白
な
 

団
子
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
 

11
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

楽しく体も心も柔らかく 
これで毎年必要な門松は 
自前でＯＫ 門松の完成 

▲講師　品竹悦子さん 

 

　　　熱心に聞く講座生 

▲
 

日本の文化「三味線」を習いはじめて４ヵ月 

                　
群
岡
分
館
で
は
、
　
月
　
日
（
土
）
、
下
野
 

尻
自
治
区
で
、地
元
の
平
野
孝
雄
さ
ん
に
よ
る
、
 

門
松
製
作
を
行
な
い
、
毎
年
必
要
な
門
松
を
自
 

前
で
飾
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

  　
町
公
民
館
で
は
、
公
民
館
事
業
へ
の
参
加
が
 

難
し
い
方
へ
、
そ
し
て
地
区
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
 

た
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
地
区
の
集

会
所
等
を
利
用
し
た
出
前
講
座
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
尾
野
本
分
館
で
は
、
　
月
３
日
（
日
）
、
黒
 

沢
自
治
区
で
、
語
り
部
の
品
竹
悦
子
さ
ん
に
よ

る
、
本
町
や
そ
の
地
 

区
に
伝
わ
る
「
昔
語
 

り
」
を
聞
き
、
教
養
 

と
感
性
を
豊
か
に
し
 

ま
し
た
。
 

              　
牛
尾
・
山
口
自
治
区
で
は
、１
月
　
日（
日
）、
 

元
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
ト
レ
ー
ナ
ー
の
島
田
一
郎
さ
ん（
程
窪
出
身
）
 

に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
会

話
で
、
参
加
者
の
体
だ
け
で
な
く
心
も
柔
軟
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

                    　
１
月
　
日
（
水
）
、
新
春
交
歓
会
が
町
公
民
 

館
で
行
な
わ
れ
、
約
１
３
０
名
が
参
加
し
て
、
 

新
春
を
祝
い
ま
し
た
。
 

　
会
で
は
、
山
口
町
長
、
長
谷
沼
町
議
会
議
長
 

の
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
、
外
国
語
指
導
助
手
ア
 

リ
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル
さ
ん
の
三
味
線
演
奏「
さ
 

く
ら
さ
く
ら
」
ほ
か
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
町
長
、
議
長
、
来
賓
、
商
工
会
長
、
 

外
国
語
指
導
助
手
ら
に
よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
 

会
は
和
や
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員
 

に
よ
り
本
町
で
生
産
さ
れ
た
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
 

菜
を
使
用
し
た
健
康
料
理
が
、
森
林
組
合
に
よ

り
手
打
ち
そ
ば
が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
舌
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

10

12

21

12

23
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黒沢自治区長 
長谷川　大さん 

おいしいネ！ 

大山祇神社を深く学ぶことが出来ました 

　
群
岡
分
館
で
は
今
後
、同
自
治
区
で
の
太
極
拳
 

教
室
、徳
沢
自
治
区
で
の
健
康
教
室
、宝
川
自
治

区
で
の
歴
史
講
座
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

　
新
郷
分
館
で
は
、
　
月
３
日
（
日
）
、
小
清
 

水
自
治
区
で
、
町
文
化
財
調
査
委
員
会
委
員
長
 

の
根
本
一
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
町
観
光
の
代
 

表
と
も
な
っ
て
い
る
「
大
山
祇
神
社
」
に
つ
い
 

て
学
習
し
、
教
養
と
郷
土
愛
を
深
め
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
柴
崎
自
治
区
で
の
健
康
講
話
や
、
 

奥
川
分
館
に
よ
る
出
戸
自
治
区
で
の
太
極
拳
教
 

室
、
中
ノ
沢
・
松
峯
自
治
区
で
の
ス
ポ
ー
ツ
民
 

踊
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

                            　
西
会
津
将
棋
ク
ラ
ブ
、
西
会
津
棋
友
会
、
町

公
民
館
主
催
に
よ
る
新
春
恒
例
の
将
棋
大
会
を

１
月
　
日
（
土
）
に
、
囲
碁
大
会
を
１
月
　
日

（
土
）に
町
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
各
大
会
と
も
に
ク
ラ
ス
別
に
分
け
て
対
局
し
、
 

冬
の
寒
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
 

ラ
ス
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

12

14

20

　今回ご紹介した自治区 
では、毎年出前講座を上 
手に活用しています。 
　町公民館では地域の皆 
さんのニーズにあった学 
習をお手伝いしますので、 
お気軽にご相談ください。 
【問い合わせ先】 
　町公民館 
　　　　４５－３２４４ 
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みんなの広場 みんなの広場 
鈴
木
　
由
紀
 

　
　
〔
滑
　
沢
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
佐
藤
正
光
さ
ん
（
下
小
島
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
蝉
し
ぐ
れ
（
藤
沢
周
平
作
・
文
藝
春
秋
社
）
こ
の
本
は
、
友
だ
ち
 

を
大
切
に
す
る
こ
と
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
若
い
世
代
の
人
に
読
 

ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
』
 

　
ど
ん
な
本
か
と
尋
ね
る
と
 

　
「
江
戸
時
代
、
東
北
の
小
さ
な
藩
が
舞
台
で
、
牧
文
四
郎
と
い
う
少
 

年
が
主
人
公
の
物
語
で
す
。
藩
の
派
閥
争
い
で
汚
名
を
着
せ
ら
れ
、
切
 

腹
を
命
じ
ら
れ
た
父
親
、
そ
の
後
謀
反
を
起
こ
し
た
父
の
子
と
し
て
主
 

人
公
を
待
ち
受
け
る
数
々
の
試
練
。
そ
し
て
、
再
燃
す
る
派
閥
争
い
に
 

巻
き
込
ま
れ
る
幼
な
じ
み
を
助
け
る
と
い
う
物
語
で
す
が
、
非
常
に
読
 

み
応
え
の
あ
る
一
冊
で
す
。
」
 

と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

　
「
藩
の
派
閥
争
い
を
背
景
に
、
父
親
を
尊
敬
す
る
心
や
主
人
公
が
ど
 

ん
な
境
遇
に
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
友
だ
ち
、
そ
し
て
幼
な
じ
 

み
に
対
す
る
主
人
公
の
淡
い
恋
 

心
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
数
々
 

の
試
練
や
出
来
ご
と
を
と
お
し
 

て
、
主
人
公
の
文
四
郎
が
成
長
 

し
て
い
く
姿
と
主
人
公
を
助
け
 

る
男
の
友
情
。
そ
れ
が
こ
の
本
 

の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
 

亡
き
父
親
の
汚
名
を
す
す
ぎ
、
 

悪
を
懲
ら
し
め
る
痛
快
時
代
劇
 

で
す
。
」
 

と
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

　桑原メルシーさん（１月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　これからも、もっともっと仲良 
くしましょう。 

あなたの趣味は？ 
　パソコン 
 
あなたの特技は？ 
　料理 
 
熱中していることは？ 
　ストレッチ 
 
あなたのモットーは？ 
　健康で過ごすこと 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　怒りっぽい 

これからやってみたいことは？ 
　野菜づくり 
 
最近感動したことは？ 
　テレビ放映された沖縄戦で 
戦った看護学生と軍医の物語 
（もうひとつのひめゆり隊） 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ・Ｓさん（滝坂） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
滑
沢
自
治
区
の
神
社
』
 

　
「
自
治
区
及
び
家
族
み
ん
な
を
見
守
 

　
　
っ
て
く
れ
、
朝
・
晩
感
謝
し
、
心
 

　
　
清
ら
か
な
場
所
」
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454929

  　
日
本
郵
政
公
社
の
民
営
化
・
分
社
 

化
に
伴
い
、
３
月
５
日
か
ら
、
次
の
 

と
お
り
配
達
の
担
当
郵
便
局
が
変
更
 

に
な
り
ま
す
。
 

◆
変
更
点
 

　
現
在
、
奥
川
郵
便
局
が
担
当
し
て
 

い
る
地
区
（
奥
川
地
区
）
の
郵
便
物
 

の
配
達
、
貯
金
保
険
の
集
金
等
は
、
 

野
沢
郵
便
局
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 

　
な
お
、
奥
川
郵
便
局
は
、
窓
口
業
 

務
の
み
を
取
り
扱
う
郵
便
局
と
な
り

ま
す
。
 

◆
そ
の
他
 

①
郵
便
番
号
は
現
在
と
変
わ
り
ま
せ
 

　
ん
。
 

②
郵
便
物
の
配
達
、
ポ
ス
ト
の
取
集
 

　
は
野
沢
郵
便
局
が
行
い
ま
す
。
 

③
配
達
回
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
 

　
な
お
、
配
達
す
る
順
路
が
変
更
に
 

　
な
り
ま
す
の
で
、
配
達
時
間
が
変
 

　
更
に
な
る
地
域
も
あ
り
ま
す
が
、
 

　
日
単
位
で
遅
く
な
る
地
域
は
あ
り
 

　
ま
せ
ん
。
 

④
ポ
ス
ト
の
取
集
回
数
や
時
刻
に
つ
 

　
い
て
は
、
若
干
変
更
に
な
る
場
合
 

　
が
あ
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
野
沢
郵
便
局
　
　
│
２
１
６
０
 

　
奥
川
郵
便
局
　
　
│
２
１
３
０
 

   　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
 

在
で
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
 

る
名
義
上
の
所
有
者
（
割
賦
購
入
の
 

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
毎
年
、「
持
っ
て
い
な
い
自
動
車
の
 

納
税
通
知
書
が
届
い
た
」、「
納
税
通
 

知
書
が
届
か
な
い
」
等
の
多
く
の
ト
 

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
納
税
通
知
書
が
間
違
い
な
く
届
く
 

よ
う
に
、
住
所
を
異
動
し
た
と
き
や
、
 

自
動
車
を
譲
り
渡
し
た
り
、
下
取
り
 

に
出
し
た
り
、
廃
車
に
し
た
と
き
は
、
 

３
月
　
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
登
録

手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

　
　
　
　
　
　
課
税
第
二
グ
ル
ー
プ
 

　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
６
１
 

                    　
喜
多
方
警
察
所
管
内
で
は
、
　
月
 

中
　
件
の
犯
罪
が
発
生
し
て
お
り
、
 

そ
の
う
ち
西
会
津
町
で
は
、
民
家
の
 

軒
下
か
ら
道
具
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
 

１
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
貴
重
品
の
管
理
と
周
囲
の
整
理
整
 

頓
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
鍵
か
 

け
と
声
か
け
を
を
励
行
し
、
自
転
車
 

は
二
重
ロ
ッ
ク
、
自
動
車
は
ロ
ッ
ク
 

の
励
行
と
外
部
か
ら
見
え
る
と
こ
ろ
 

に
品
物
や
現
金
を
置
か
な
い
よ
う
に
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

　
不
審
な
人
や
車
を
見
た
ら
警
察
署
 

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
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そ
の
他
の
刑
法
犯
 

万
引
き
 

自
動
車
盗
 

オ
ー
ト
バ
イ
盗
 

自
転
車
盗
 

自
動
販
売
機
ね
ら
い
 

車
上
ね
ら
い
 

ひ
っ
た
く
り
 

そ
の
他
の
侵
入
盗
 

事
務
所
荒
し
 

忍
込
み
 

出
店
荒
し
 

空
き
巣
 

強
盗
 

全
刑
法
犯
合
計
 

喜多方 
署管内 

西会津 
　町内 

27 

1

3 1 2 1 5 4 11 

1

区
　
　
分
 

　東北税理士会喜多方支部では、「税理士記念日」 
の行事として税の無料相談を開催します。 
◆日時　　平成１９年２月２３日（金） 
　　　　　　午前１０時～午後４時 
◆場所　　ヨークベニマル喜多方支店 
　　　　　　２階特設会場及び各会員事務所 

電話番号 
0241（22）1300 
0241（24）2822 
0241（22）2055 
0241（27）2454 
0241（27）4554 
0241（22）4309 
0241（23）1308 
0241（24）4222 
0241（22）2696 
0241（22）6214 
0241（22）3008 
0241（22）4573 
0241（24）2822

　　会員住所 
喜多方市寺町 
喜多方市花園 
喜多方市稲荷宮 
喜多方市塩川町 
喜多方市塩川町 
喜多方市一本木下 
喜多方市北町 
喜多方市諏訪 
喜多方市東川原田 
喜多方市上三宮町 
喜多方市惣座宮 
喜多方市慶徳町 
喜多方市花園 

　会員名 
坂内　栄一 
山口　一郎 
片桐　仁志 
安西　　順 
尾崎　義典 
渡部　利夫 
佐藤万之輔 
長嶋理一郎 
川田美緒子 
瓜生　昌弘 
三瓶　　勉 
山崎　修己 
早坂　詔夫 
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石　川　英　昭（79）昭　一　　父　　１町内 

新　田　　　稔（61）智　幸　　父　　２町内 

加　藤　豊　造（92）豊　彦　　父　　６町内 

鈴　木　スズ子（80）修　一　　母　　10町内 

大　沼　キ　ヌ（82）八木マリ子　　母　　四　岐 

齋　藤　ハ　ル（81）正　春　　母　　堀　越 

長谷川惣右衛門（84）宗　博　　父　　中　野 

佐　藤　恵美子（44）重　雄　　妻　　上小島 

鈴　木　若　雄（55）ひろみ　　夫　　縄　沢 

石　本　磯　吉（79）忠　吉　　父　　上野尻 

鈴　木　一　充（76）　豊　　　父　　上野尻 

貝　沼　榮　吉（93）　眞　　　父　　小清水 

仲　川　登美子（75）重　平　　妻　　呼　賀 

佐　藤　タ　ミ（79）利　光　　母　　滝　坂 

佐　藤　政　廣（75）マサ子　　夫　　極　入 

人　口　　８，５３２人　　　－１６人 
　男　　　４，１０１人　　　－　８人 
　女　　　４，４３１人　　　－　８人 
世　帯　　２，９４３世帯　　－　３世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

渡　部　瑠　威く　ん　夏樹・美希　　森　野 

長谷川　夢　樹く　ん　勝善・志穂理　西林東 

上　野　愛　音ちゃん　信博・絵美　　井　谷 

秋　田　莉　奈ちゃん　義和・美由紀　橋　屋 

る い 

き ゆず 

な り 

ね あい 

南　　　智　也　　８町内 
伊　藤　花代子　　山形市 
 
伊勢亀　和　則　　下小島 
一　牛　美紀子　　会津若松市 

◆日時　２月 7日（水） 

　　　　　　27日（火） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

2月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○国民健康保険税第６期 
2月13日（火） 納期限 

2月28日（水） 納期限 

小 野 病 院  
福田耳鼻咽喉科医院 
たてうまクリニック 
わたなべクリニック 
耳鼻咽喉科鈴木医院 
有 隣 病 院  
藤 井 医 院  
蛯 谷 ク リ ニック  
いとう子どもクリニック 
古 川 産 科 婦 人科  
佐 原 病 院  
星 医 院  
長峯内科小児科医院 
森 田 小 児 科医院  
森 山 眼 科  
菅 原 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
三浦産婦人科医院 
小島原内科クリニック 
扇町渡部小児科アレルギー科医院 
小野木クリニック 
小 野 病 院  
内科消化器科みつはし医院 
徒之町クリニック 
さとう小児科医院 
いがらし耳鼻咽喉科 
平 野 医 院  

0241（22）0414 
0241（24）4187 
0242（29）2112 
0242（24）0506 
0242（28）3387 
0241（24）5021 
0241（23）0023 
0242（28）8868 
0242（27）4601 
0242（27）0021 
0241（22）5321 
0241（22）0005 
0242（27）2266 
0242（27）7686 
0242（27）0862 
0242（83）2311 
0241（22）2181 
0241（22）0293 
0242（36）6533 
0242（25）5515 
0242（26）5533 
0241（22）0414 
0241（21）1311 
0242（26）6181 
0242（24）0830 
0242（39）2010 
0242（83）2243

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

２月 3日（第１週）受付時間11時まで 
２月17日（第３週）　　　　〃 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

猪苗代町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
西会津町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

長 谷 川 歯 科 医院  
高 島 （ 慎 ）歯科  
松 崎 歯 科 医 院  
高 橋 歯 科  
渡 部 歯 科 医 院  
玉 川 歯 科  
中 島 歯 科 医 院  
筒 井 歯 科  
宮 城 歯 科 医 院  
長 峯 歯 科  

0242（62）2525 
0242（27）7557 
0241（24）4221 
0242（28）4363 
0241（45）3011 
0242（26）6600 
0242（83）9292 
0242（26）8371 
0241（22）7454 
0242（29）4182

11 
（日） 

12 
（月） 

18 
（日） 

25 
（日） 

3／4 
（日） 

11 
（日） 

12 
（月） 

18 
（日） 

25 
（日） 

3／4 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 黄 


